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ドイツ語（初級 A）／Aドイツ語 今学期に扱った重要表現                      

 

《凡例》 

1) この夏学期、教科書や授業でいくつかの重要表現（主に熟語）が登場した。それらを覚えておくと、ドイツ語での表現（会話、作文

など）の幅が広がることになる。あらためて、ここで整理しておく。 

2) このリストの１は、期末試験の通常問題の出題範囲となる。また、２以下の太字部分は、期末試験の「追加の応用問題」30点分 10

点の出題範囲となる。 

 

１．注意を要する動詞 

◇ 述語内容語（必ず 1格）をとる自動詞。 

 ・sein vi. 〈1格〉である（不規則変化） 

・werden vi. 〈1格〉になる（不規則変化） 

 ・bleiben vi. 〈1格〉であり続ける 

・heißen vi. 〈1格〉と呼ばれる、〈1格〉という名である 

◇ 必ず 3格目的語をとる特殊な自動詞。 

 ・begegnen vi. 〈3格〉と出会う 

 ・gehören vi. 〈3 格〉に属する、〈3格〉のものである 

 ・helfen vi. 〈3格〉を助ける、〈3格〉を手伝う（e → i 型） 

◇ 3格目的語と 4格目的語を両方とる場合がある他動詞。 

 ・geben vt. 〈3格〉に〈4格〉を与える（e → i型） 

 ・kaufen vt.  〈3 格〉に〈4格〉を買ってやる 

   ＊ 単に「〈4格〉を買う」の場合もあり。 

 ・schenken vt.  〈3格〉に〈4格〉を贈る 

 ・zeigen vt.  〈3格〉に〈4 格〉を見せる 

◇ 日本語「～を」に対応しないにもかかわらず、4格目的語をとる他動詞。 

 ・fragen vt. 〈4 格（人間）〉に尋ねる 

 ・heiraten vt. 〈4格（人間）〉と結婚する 

 ・sprechen vt. 〈4格（人間）〉と話す、〈4格（人間）〉と面談する（e → i 型） 

   ＊ 「〈4格（言語）〉を話す」の場合もあり。 

◇ 使役動詞／知覚動詞。～の部分は不定詞として、話法の助動詞の文と同じ語順をとる。 

 ・lassen vt. 〈4格〉に～をさせる（a → ä型） 

 ・sehen vt. 〈4格〉が～するのを見る 

 ・hören vt. 〈4格〉が～するのを聞く 

 

２．動詞を用いた熟語 

◇ 名詞＋動詞（keinではなく nichtで否定する）。 

 ・Klavier spielen ピアノを弾く 

 ・Bescheid wissen 事情を知っている 
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◇ 前置詞句＋動詞 

 ・mit et3. an|fangen 〈3格〉に着手する（分離動詞、a → ä型） 

・auf et4. antworten 〈4格〉に返事する 

・jn. um et4. bitten 〈4格（人間）〉に〈4格〉を頼む 

・an jn./et4. denken 〈4格〉のことを考える 

・jn. nach et3. fragen 〈4格（人間）〉に〈3格〉について尋ねる 

・für jn./et4. sorgen 〈4格〉の面倒を見る 

・an et4. teil|nehmen 〈4格〉に参加する（分離動詞） 

・auf jn./et4. warten 〈4 格〉を待つ 

＊ 以上は教科書に登場したもの。 

・an jn./et4. glauben 〈4格〉のことを信仰する 

・für et4. stehen  〈4格〉を象徴する 

・über et4. verfügen 〈4格〉を意のままにする 

＊ 以上は配付資料の補足練習問題に登場したもの。 

 

３．形容詞を用いた熟語 

◇ 前置詞句＋形容詞 

・an et3. reich sein 〈物の 3格〉に富んでいる 

・mit et3. zufrieden sein 〈物の 3格〉に満足している 

＊ 以上は教科書に登場したもの。 

・auf et4. stolz sein 〈物の 4格〉を誇っている 

＊ 以上は配付資料の補足練習問題に登場したもの。 

 

４．副詞句の熟語 

◇ 前置詞＋名詞 

 ・auf dem Land 田舎に 

 ・in der Nähe 近所で 

 ・von Beruf 職業に関して 

 ・zu Fuß 徒歩で 

 ・zu Haus 家で 

◇ 前置詞と定冠詞の融合形＋名詞 

 ・im Bett ベッドのなかで（寝ていて） 

 ・ins Bett ベッドに向かって（就寝しに） 

◇ その他の副詞句 

 ・einen Augenblick 一瞬（副詞的 4格） 

 ・nicht länger もはや～ない 

 ・noch einmal もう一回 

 ・noch nicht まだ～ない 


